
中間報告書

中部５県各地にて開催した地域産業活性化委員会
およにため、最新状況の把握は妻握
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●職人減少や高齢化などにより産地組合がの中に工芸に慣れ親しむような環境がない。
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 ４ 中経連としての取り組みの方向性

ここまでの調査で、伝統工芸に関する課題の本質
が見えてきた。その一方、「小規模な品目が多く Ｊ「な殆関な品そ報、ぎ殆殆殆間規
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ほ「“我 （々その地域の人、日本人）にとって
伝統工芸とはいったい何なのか、誰のために・何を残
すべきか”についての共通認識を持つ」「“伝統”という
言葉に縛られることなく、“産業振興・地域振興”の視
点で取り組む」「“芸術作品として博物館入り”させる
のではなく、“品のある洗練された暮らしの道具”として
残す」「一時しのれし ば濁

く、“ 品といれ こ本 鎍す 振 伝ĵ 峗 かメ れ” す に
と るに何阴きとし た のあ”


